
飛鳥地域の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1994年度には、飛鳥地域で水落遺跡・山田寺・川原寺・橘寺・山田道・甘橿丘東麓など７件の調査

を実施した（調査一覧参照) 。以下、このうち水落遺跡・山田寺・川原寺･甘橿丘東麓の調査概要を報

告する。

１水落遺跡の調査（第７次）

緩斜･面を貼石で化粧した特異な正方形基壇建物S B2 0 0を中心とする水落遺跡は、197 2年に発見され、

1 9 7 6年に国史跡に指定された。19 8 1～8 6年の史跡整備にともなう２～６次調査の結果、S B2 0 0は地下

に礎石を埋設した４間四方の総柱建物で、建物の中央には漆塗木箱をのせた台石を据え、これを中心

に基壇内に敷設した木樋暗渠による導・排水施設をもつことが明らかになった。すなわち、東方から

導水した水の一部をラッパ状銅管で給水し、利用した水は木箱を経て、再び木樋暗渠で西方に排水。

余水は木箱を迂回した木樋暗渠で北方へ排水する。また、建物の中央からは、木樋とは別に小銅管が

北へ延びる。地下の礎石は相互に列石で固定され､ 微動だにしない上部構造が想定される。S B 2 0 0 の北

と南には、同様の基壇化粧をもつ長大な掘立柱建物（S B1 8 0 . 2 8 0 ）があり、全体が一つの掘込地業内

に造成されている。以上のような外観・構造・機能の特徴および出土土器の年代観から、水落遺跡は

中大兄皇子が斉明天皇６（6 6 0 ）年に建てた漏刻台と判明した。

水落遺跡は『日本書紀』に散見する飛鳥寺西方の槻木広場の西北を占める。飛鳥寺西方では小規模

な調査が何度かなされ、飛鳥川に向けて下降する緩斜面に、階段状に石敷広場が展開すると推定でき

る。しかし、調査は断片的で全貌解明には至っていない。

一方、水落遺跡の北に接して石神遺跡がある。1 9 8 1 年から昨年度まで継続的に実施した石神遺跡の

調査は総面稜約1 2 0 0 0 , 2 に達し、飛鳥寺の西北方において、長大な掘立柱建物と周囲の石敷･ 石組溝な

どで構成される遺構群が、７世紀を通じて展開することが明らかになった。遺構はＡ・Ｂ・Ｃ．Ｄの

４時期に大別され、最も整備されたＡ－３期（斉明朝）には、長大な掘立柱建物で囲んだ長方形区画

が東西に整然と並び、西区画では南３分の１の位置に正殿（四面庇付建物S B l 9 0 0 ）を置く。南限は飛

鳥寺寺域北限塀の北約1 1 ｍの位置で平行する東西塀で水落遺跡と区画するが、水落遺跡から北に延び

る木樋の通過点では塀がとぎれて通路となっていることなどから、少なくともＡ－３期には、両遺跡

が密接な関連をもっていたことがわかる。

以上の成果を踏まえ、飛鳥幼稚園敷地の調査終了を期に、石神遺跡の調査を中断。本年度からは水

落遺跡の史跡指定地周辺から南へ調査を進め、飛鳥寺西方地域全体のなかで水落・石神両遺跡の性格

を検討することとなった。調査地は史跡指定地の東南にある南北に長い水田で、約1 9 0 0 mg の敷地を３

年度に分けて調査する予定である。本年度は敷地の北端に南北2 0 ｍ、東西3 0 ｍの調査区を設定した。

検出した遺構には、弥生時代の土坑、古墳時代の竪穴住居、７世紀の掘立柱建物・石組溝・掘込地

業・木樋暗渠・石敷、平安時代の井戸・土坑・小柱穴・素掘溝などがある。以下、７世紀代の遺構を

中心に概述する。

遺構水落遺跡の遺構はS B 2 0 0 の時期（Ａ期）と、それを埋め立てた後の時期（Ｂ期）とに大別できる

が、本調査区では、S B 2 0 0 などを包括する掘込地業に先行する南北石組溝S D 3 4 0 0 を検出した。幅0 . 6

ｍ、深さ0 . 2 5 ｍで、人頭大の玉石を１～２段に積んで側石とする。底には灰色砂が堆積し、Ａ期の遺

構S D 3 4 0 9 ・ＳＤ３４１０・S K 3 4 0 6 で壊されている。造営方位は北で東に約4 0 ' 傾く。
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Ａ期の遺構を包括する掘込地業は､第４次調査で検出した南端の東延長部分と、S B2 0 0の南北中軸線

から東22 . 8ｍの位置で東端SX3430とを確認した。古墳時代の土器を含む自然河川状の砂質土. 砂喋土

を深さ2 . 1ｍ掘り込んで、底から砂喋土･砂質土. 粘質土を互層に積み上げる。南端の掘り込みは、深

さ１ｍほどで、小さな段のある二段掘りであったが、今回検出した東端は急傾斜で底に至る。掘込地

業の東南隅はSD3410と重なっているが、南端もSB200の東西中軸から22. 8ｍ南にあるので、地業は正

方形であった可能性が高い。地業土の最上層は掘り込み外縁の外に延びて、厚さ2 0 c mの整地土となる。

整地土上面は、西の掘立柱建物S B 1 8 0 の床面とほぼ同じ高さにある。

掘込地業の東南隅に建てられた掘立柱建物S B3 4 4 0 は、柱穴４個を検出した。完掘した東南隅の柱掘

形は一辺1 . 5ｍ、深さ２．０ｍで、褐色粘質土と灰色砂質土の互層で埋める。掘形底には方60 c m, 高さ50ｃｍ

の花南岩切石が据わり、黄色粘土で埋めた柱抜取穴が切石の中央上面まで及ぶ。柱間は東西1 . 9 ｍ, 南

北2 . 0 ｍ弱で、従前の調査でS B1 8 0 の東に想定したS B2 4 0 と南側柱筋は揃うが、南北方向の柱間が一致

せず、別の建物配置を復元せざるを得ない。つまり、S B 2 4 0 の西妻と想定した柱穴３個は、S B l 8 0 の東

庇と見るべきで、その東に３間× ３間あるいは２間× ２間の総柱建物S B 3 4 4 0 が復元できる。

斜行石組溝S D3 4 1 0 は、掘込地業の東南隅をかすめて、北で東に3 5 ～4 5 ° 傾いて敷設される。調査区内

で長さ1 2 . 5 , 分を検出し、さらに東北･ 西南へと延びる。幅2 . 2 ｍ、深さ０．６ｍの掘形溝内に、0 . 5 ～1 . 0

ｍ大の花崩岩を側石に使って、内法幅0 . 6 ｍ、深さ０．５ｍの石組溝とする。北端側布の天端は、S B 1 8 0 の

床面よりも高く、開渠であったことがわかる。S D 3 4 1 0 は掘込地業と重複するが、それはＡ期内の施工

時期差と判断できる。石神遺跡ではこの溝の延長は検出されていないので、礎石建物S B 2 0 0 の中心に

向けて東から延びる２本の木樋暗渠、および掘立柱建物S B 2 8 0 の南側柱に沿った木樋暗渠の水源とな

る可能性が高い。

石敷S X 3 3 9 1 は調査区東方にわずかに残る。東端に東に面を揃えて人頭大の石を並べた石列S X 3 3 9 0
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があり、石敷中に約7 0 c m離れて別の禰列がある。S X 3 9 9 0は調査区北端から約１１ｍ南でとぎれ､ ＳＸ３３９１

も幅を狭めてなくなってしまう。しかし、調査区南方の石敷S X 3 3 9 4は､ S X 3 3 9 0の南延長より東に延び

ないので、石敷S X 3 3 9 1とS X 3 3 9 4とは本来一体のもので、南北2 0ｍ、東西7ｍ以上にわたり石を敷き詰

めていたと考えられる。禰列S X 3 3 9 0 は北で西へ1 . 4 0 ' 余り傾くが、この方位は飛鳥寺西方一帯の石敷

遺椛の方位と近似する。

喋敷S X 3 3 9 2 は拳大の猫を乱雑に敷いており、虫食い状に点々 と残る。石敷S X 3 3 9 1 の東に、石列上面

とほぼ同じ高さで広がっていたらしい。地1 1 1 の砂喋と区別しがたいが、一屑だけで比較的面が揃うの

で、喋敷と考えた。南北2 0 ｍ以上、東西は石列の東4 ｍまで確認できる。

調査区南端で検出した木樋暗渠S D3 3 7 0 は､ 東で南へ約1 1 ｡ 傾いて敷設されている。長さ3 1 , 分を検出

した。西半の木樋は抜き取られているが、幅1 . 4 ｍ、深さ０．７ｍの掘形溝の底に、長楕円形の花樹岩玉

石が1 . 5 ～3 . 3 ｍの間隔で並ぶ。木樋を据えた枕石である。枕石は木樋方向と直交して長軸を揃え、上

面' １．１央がわずかにＵ字形にくぼむものが多い。石の間隔から見て、木樋は枕石３個に対して１本の材

を敷設したと考えられる。束半では外法幅0 . 4 ｍ、深さ０．３ｍの木樋が残っているが、すべて粘土化し

て細部椛造は明らかではない。木樋直上には、底に一段低い石敷而を残す土坑S K 3 3 8 2 のほか、平安時

代の土器を含む大小の土坑状のくぼみがある。S K 3 3 8 2 内の石敷はS X 3 3 9 4 が広く覆っていた時に、木

樋が腐って陥没したもので、その他のくぼみは石敷が抜き取られた後に陥没したものと思われる。

まとめ以上、今I I J の調査では、水落遺跡の東南隅の状況が明らかになった。とくに、掘込地業の東

端を確認したことにより、S B 2 0 0 を中心とする水落遺跡の建物群は､ 全体が正方形のプランで設計され

たことが明らかになった。その東南隅で検出したS B 3 4 4 0 は、全体の設計計両から２間× ２間の総柱建

物の可能性が想定できる。また、飛鳥川から取水した水は斜行石組溝S D 3 4 1 0 によって、水落遺跡の東

に集められ、そこから木樋暗渠で西へ導水した可能性が考えられる。これらの遺購に先行する南北石

組溝S D 3 4 0 0 の造営方位は、石神遺跡Ａ－１期にはじまる遺構群と等しい。調査当初、本調査区では、

従来、水落遺跡の南限塀と考えていたS A 2 9 5 が束に延びると予想していた。しかし、その延長はなく、

S A 2 9 5 はS D 3 4 0 0 とともに石神遺跡Ａ－１期に属する遺総の可能性が強い。

２山田寺の調査（第９次）

1 9 7 6 年以来、８次にわたって伽藍中枢部や南門・大垣など、I l I m寺跡の調盗を実施してきた。その

成果を受け、特別史跡の追加指定や土地公有化事業が進められ、史跡整備の必要性が高まった。今l n I

の調査は、整備事業の実施設計にあたり、未解明であった寺域東南隅の状況を知るために実施した。

寺域東辺については、第４次（1 9 8 2 年）と第８次（1 9 9 0 年）調査で、束而大垣とそれにともなう石組

溝などを、南辺については、第７次（1 9 8 9 年）調査で南門とそれにとりつく南面大垣とその前を流れ

る東西溝などを確認した。この成果から、寺域東南隅の位置は予想できるが、束に急に商〈なる現地

形が、本来のものなのか、後の堆破の結果なのか速断できない。調査は寺域東南隅の位置・地形およ

び大垣織造・変遷の解明を目的とした。調査地周辺は、西へ雛壇状に下がる水川で、寺域束南隅推定

地はほぼ真西に流れる小川で分断されている。東南隅を直接検出するのは困難なので、やや北にずら

して東西7 ｍ、南北1 0 ｍの範囲で､ 遺構を検出した。

遺構検出した遺構には、束面大垣S A 5 0 0 、その束を流れる２条の南北溝S D5 3 0 ･ S D 5 3 1 、および瓦列

をともなう土塁状遺構S X 5 3 5 がある。

東面大垣S A 5 0 0 の規模は、第４次調査で判明している。今回の調査では、上屑の土塁状遺構を保存す

るために、１カ所だけ掘り下げて柱穴を確認した。東西1 . 4 ｍ、南北1 . 3 ｍ、深さ２．１ｍの柱掘形の底面

から約7 0 c mほど浮いた状態で、礎板が据わっていた。礎板は長さ9 3 . 5 c m、１幅2 2 . 5 c m、厚さ1 3 c n 1 のヒノ
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キ材で､ほぼ中央にある柄穴( 直径7 . 5 c m）

をr ' ' 心に径20 c mの柱の圧痕つく。礎板が

掘形底面から浮いているのは、掘立柱塀

が創建当初のものではなく、ある時期に

改修されたことを示す｡ S A5 0 0は､ 花尚端

の地1 1 1 端盤を削り残した高まりの上に、

砂質土と粘質土を枝み上げた幅約2 . 0 ｍ

の基壊をともなう。基聴の東には、瓦や

垂木などの建築部材が散乱し、東面大垣

は瓦を芥いた一本柱塀で、東側に倒壊し

たことが判明した。

東而大垣の東で確認した南北溝のうち、

西にあるS D5 3 0は1幅1 . 2ｍ以上、深さ０．４

ｍの素掘溝で、大垣心から束3 . 6 5 ｍに西

肩がある。束の南北溝S D5 3 1 は､ S D5 3 0 の

東半に霊: 複して掘られた幅0 . 9 ｍ、深さ

０．３ｍの素掘溝である｡ 第４次調査で､ 検出

したS D 5 3 1 の北延長部では石組をともな

ったが、本調査区では猫の抜き取り浪跡

すらなかった。別の溝の可能性も残るが、

S D 5 3 0 との先後関係も共通するので、上

記のように理解しておく。

瓦列をともなう土塁状迩構S X 5 3 5 は、

東面大垣S A 5 0 0 の倒壊後、倒壊した建築

部材などを埋め込んで､ 整地した上に、大

垣基蛾も包み込んで盛り上げたもので、

韮底幅３ｍ、上端I 隅1 . 2 ｍ、高さ7 0 c mの規

模をもつ。盛土は瓦を交えながら粘質

土･ 砂質土を互層に枝み、最上部には1 . 2

ｍの間隔で南北に走る瓦列が残る。雛地

土中から延喜通宝が出土した。

遺物出土遺物には、瓦、土器、金偶製

品、建築部材、石製品、銭貨などがある。

束而大垣倒壊にともなう瓦群の椛成か

ら、一本柱塀には当初、獅川麻呂～天武

朝の造鴬期に作った1 1 1 , 面斜格子叩き１１の

粘土板桶巻き平瓦と玉縁式丸瓦とを海き、

奈良時代以降の改作や修理時に、１１１１面縦

位縄叩きI - l の一枚作り平瓦と行基_ 嫌式丸

瓦を補足したことがわかる。さらに、布

I l l I I I 寺第９次調在位涜図（１：３，( ) ( ) ( ) ）
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目が粗い凸面縦位縄叩き目の平瓦と玉縁式丸瓦が少数あり、１０世紀頃にも若干の瓦を補足したらしい。

落下瓦には軒平瓦もあるので、この塀には軒瓦も葺いたと考えられる。平瓦凹面に残る葺足痕跡と後

述の垂木の長さから、東面大垣S A 5 0 0 は、軒丸瓦･ 軒平瓦各１枚に対して、丸瓦２本と平瓦３枚の割合

で葺いた瓦屋根に復元できる。

出土した建築部材には垂木・斗・棟木がある。垂木は北端で２本出土し、現存径約８c m、長さは６６

c mと1 1 8 c mである。端部を柄に作り、柄部分に円い穴をあける。短い材は柄の足元を斜めに切ってお

り、垂木の拝み部分に該当する。斗の平面は約3 0 c mの方形で、東回廊出土の巻斗の寸法にほぼ等しい。

棟木は断面円形で、上面にほぼ一定方向にはつった痕跡がある。垂木を納めるための簡略な仕事と思

われるが、はつりは前後が揃わず、前記の垂木とセットとするには疑問を残す。

まとめ今回の調査で確認した束面大垣S A 5 0 0 の柱穴は､ 従前の調査成果にもとづいて､ 寺域東南隅か

ら北３間目の柱と推定できる。その基盤面は回廊東南隅よりも約１ｍ低い。これは第４次調査で確認

したように、創建時に回廊から南北溝S D 5 3 0 にむけ、東に下降する形で整地したことを示す。しかし、

東面大垣は低い基壇上に建つので、回廊と大垣との間の雨水などは、東面大垣の西裾に沿って南へ排

水したことになる。大垣の東にある南北溝S D 5 3 0 ・S D 5 3 1 の主な役目は､ 東の斜面上方からの水を境内

地に入れないことにあるのだろう。

東面大垣が瓦葺きで、瓦の差し替えを何度か受けたこと。その倒壊年代が1 0 世紀前半頃であること

などが、今回の調査で判明した。大垣倒壊後、その廃材を埋め込むように整地した上に、大垣と同じ

位置に土塁状の高まりを積み上げるが、それは再び東からの崩壊土で埋没する。この崩壊土は、東回

廊を倒壊させたものと同じ可能性があり、そうであるならば、土塁状の高まりは構築後まもない1 0 - 世

紀末頃に、寺域東辺の施設とともに廃絶したことになる。

３川原寺の調査（1 9 9 3 - 2 次調査）

本調査は、史跡川原寺跡の指定地南を通る県道多武峰見瀬線の歩道改修と電柱撤去などの周辺整備

工事による現状変更にともなう事前調査である。調査地点・調査面積・工事内容は以下の通りである。

Ｉ区；南門南方（6 . 7 m? ) 、電灯線埋設工事。１１区；南門・南面大垣（4 9 . 4 , 2 ) 、歩道改修工事。

1 1 1区；寺域南西部（1 6 . 8 , 2 ) 、明日香村公共下水道。Ⅳ区；南面大垣（1 0 , 2 ) 、電灯線埋設工事。こ

れらの調査で、川原寺南門と南面大垣について、新たな知見が得られた。

遺構１１－１区で川原寺南門の南西部と石敷参道・南面大垣を検出した。南門は1 9 2 5 年に内務省が、

1 9 5 7 ～5 8 年に奈良国立文化財研究所が調査しており、本調査区も一部が旧調査区と重複する。

南門の基壇は、ほぼ平坦にした花樹岩岩盤の上に、厚さ4 0 c mほどの灰青色砂質土層で整地した後、

築成している。掘込地業は岩盤を3 0 c mほど掘り込むが、基壇全体にはおよばず、棟通りに幅2 . 6 ｍ以上

にわたって行う。基壇南辺の掘込地業は部分的で、中央間付近では整地土の上に直接、黄褐色の基壇

土を積んでいる。基壇の南辺と西辺は、人頭大あるいはそれよりもやや大きめの玉石列で化粧する。

玉石の並べ方はやや粗雑で、西辺玉石列中には大型矩形噂の断片も混じっていた。西辺玉石列は、西

南隅から北へ約３ｍ延びて西へ折れ曲がる。

南門基壇上では、礎石抜き取り穴３個と瓦敷を検出した。礎石抜き取り穴は南側柱列の西側２個と

西妻柱の礎石とに該当する。抜き取り穴の底面には、花簡岩礎石・根石の表面が付- 着しており、その

下に礎石据え付け掘形の埋土を認めた。瓦敷は基壇南辺近く、とくに南側柱の中央間付- 近でみとめら

れ、基壇南辺の玉石列とよくなじんでいる。瓦敷中には平安時代後期の軒丸瓦なども含む。

南門基壇南の雨落溝は、調査区束端では幅約6 0 c m、深さ2 5 c mで、西端では浅く細くなって途切れる。

雨落溝の北肩は、基壇南辺の玉石列が側石を兼ね、南肩は素掘りだが、石敷参道を横切る部分では南

雛
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肩にも側石を立てる。この側石は大型で、石敷参道の北縁石を兼ねる。雨落溝の埋土は３層に分かれ、

中層には大量の炭粒を含む。瓦・土器のほか、金銅製理略が出土した。土器は, 0世紀前半代までのも

のを含む。基壇の西側には、玉石列に沿って鍵の手に折れ曲がる幅, ､５ｍほどの素掘溝がある。撹乱が

著しいが、上層の灰色砂層、下層の灰色粘土層ともに大量の瓦が堆積していた。

南門の南には石敷参道がとりつく。今回は南門南の雨落溝の南側石を兼ねる北縁石と、その南の石

敷１石分を検出したにとどまる。

南門の西にとりつく南面大垣は、築地本体は削平されているが、葛石列と掘込地業を確認した。葛

石列は川原石以外に瓦や碑が混じる。葛石列の東端約0 . 6ｍは、南門基壇にくいこみ、それに接して一

辺40c m程の柱掘形がある。築地の添柱であろう。その北1. 2ｍ、さらにその西1. 2ｍにも径30c mほどの

柱穴がある。これらは南門脇の潜り戸に関連する可能性がある。掘込地業は葛石南辺から南, ､ ３ｍで、

南縁を確認した。幅2 . 7ｍ以上、現状での深さは0 . 6ｍである。

このほか１１－２．３区、１V区においても、南面大垣の一部を確認した。１１－２．３区では、築地基

底南縁と、その南にある東西石組溝を検出した。１１－３区では、築地南縁に沿って平瓦片を, 0枚程並

べた瓦列がある。東西石組溝は、側石の内法で幅5 0～6 0 c m、深さ3 0 c mをはかり、底石はない。築地の

掘込地業の南縁は、石組溝を越えてさらに南にある。Ⅳ区では築地塀本体は完全に破壊されていたが、

南面大垣の北雨落溝と思われる東西石組溝を検出した。両側を花樹岩川原石で護岸しており、内法幅

は約1 . 5ｍある。

まとめ1 9 5 7 年の調査では、南門基壊南辺の玉石列を創建当初のものとした。しかし、今回の調査で、

玉石列中に噂を転用していること、玉石列の裏込めにも瓦片が混じること、玉石列と共存する基増上

の瓦敷が平安時代に降ること、南雨落溝から' o 世紀に降る土器が出土していることなどが明らかにな

った。したがって、南門基壇の玉石列には、後- 世の手が加わっており、玉石列の方向から、南門が伽

5７
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石敷参道

藍中軸線に対して若干振

れているとした従前の見

解には、再考の余地があ

る。

ＩＩ－１区で検出した南

面大垣の築地葛石列や、

１１－３区で検出した瓦列

の方向は、国土方眼とほ

ぼ一致する。南門とのと

りつき位設では、落石列

に接して添柱と思われる

柱穴があり. ､ その北１．２ｍ

にも対になる柱穴がある。

後者を築地心とみると、後者を築地心とみると、川原寺南門遺構図（I I - 1 区）（１：1 0 0 ）

築地基底幅は2 . 4 ｍ前後に復元できる。ここで南門が伽藍r } I 軸線に対して振れているとすれば､ 南門の

西妻柱は築地心より南にずれることになり、むしろ南門建物自体は伽藍方位に正しくのっていると見

たほうが、南面大垣との関係を理解しやすい。

４甘橿丘東麓の調査（藤原宮第7 5 - 2 次）

本調査は、飛鳥圃営公閑整備事業の一環である駐車場建設にともなう事前調秀として実施した。調

査地は、甘橿丘の東南麓に刻まれた小支谷の一つで、その谷の出1 1 にあたる。調査地からの視界は東

北に開け、約5 0 0 ｍ先に飛鳥寺を望むことができる。

谷筋に対. して直交するように、南北3 0 ｍ、東西1 2 ｍの範囲で設けた調査区の基本層序は、上から表

土、果樹園造成時の客土、耕作土となり、調査区の南北両隅では地表下約1 . 4 ｍで、風化した黄褐色の

岩盤に達する。一段低い調査区束半および谷の中央部では、平安～鎌倉時代の遺物を含む灰褐色砂質

土が厚く堆積する。この灰褐色砂質土の下の整地土上面で、７世紀後葉の遺構を検出した。

遺構および遺物包含層本調査で検出した遺物包含層および遺椛は、切り土埋立て整地解２面、土石

流による埋没層１面、焼土層１面、石組溝１条、素掘溝、土坑などである。これらは、平安～鎌倉時

代、７世紀後葉、７世紀' ･ Ｉ' 葉の３時期に大別できる。以下、７世紀代の遺構の概要を記す。

７世紀後葉の遺椛には、土石流による埋没層を間にはさみ、前後２時期の切り土埋立て整地照と、

この整地屑にともなう溝がある。下層の切り土埋立て整地屑S X O 3 0 は､ 調在区のほぼ全面にわたり、岩

盤を切り崩した黄褐色粘質土によって谷の中央部を埋立てている。この上面で２条の溝を検出した。

調査区のほぼ中央にある東西溝S DO3 2 は、幅1 . 5 ～2 ｍ、深さ3 0 ～4 0 c mで、長さ約９，分を検出した。埋

土から飛鳥1 V の土器が多量に出土した。S D O 3 2 の北でほぼ平行する東西石組溝S D O 3 3 は、調査区の東

壁付近だけに残っており、幅0 . 8 ～1 ｍで、側石３石分約1 . 4 ｍを検出した。これよりも上流部分は、土

石流S X O3 6 が破壊したらしい。

土石流S X O3 6 は、調査区西辺I | ･ ' 央から束隅に向けて、幅約7 . 5 ｍで東流する。埋土はグライ化した青

灰粘土を主体とし、多量の粗粒砂を含む。層中には石や多{ 1 t の土器．木材などを含む。

上層の切り土埋立て整地層S X O 3 1 は、調査区北東部で認められた。土石流S X O 3 6 による谷の埋没後、

その下流部分を、S X O3 0 と同様に地l 1 I の岩盤を切り崩して整地している。S X O3 1 の上面では、調査区北

半で東西溝S D O 3 4 を検出した。埋土から飛鳥Ⅳ．Ｖの土器が多並に出土した。

5８
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S X O 3 7 から出土した土器は、きわめて良好な一括資料で､ 山田寺南門前面の整地土下で検出したS D 6 1 9

および整地土出土の土器群に近く、飛鳥Ｉの新しい段階に相当する。『日本書紀』には、蘇我大臣蝦

夷・入鹿が甘橿丘に家･ 城柵･ 兵庫を作ったこと、皇極４（6 4 5 ）年の乙巳の変（大化改新）にこれが

焼亡したことが見える。焼土層S X O3 7 から出土した土器の年代観は、この『日本書紀』の記述とよく合

致する。 （上原真人）
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７世紀中葉の遺構には、調

査区北端の岩盤上面で、谷の

斜面全体を覆うように広がる

焼土層S X O3 7 がある。斜面で

は、焼土．焼けた壁土・炭化

木材・土器片が、黄褐色の岩

盤風化土とともに包含層を形

成し、その厚さは２～2 0 c mに

およぶ。この堆績は現地表下

約４ｍの谷底まで達するが、

谷底部では土壌がグライ化し

て、炭化木材に加えて多量の

草木灰や土器片を含む青灰色

砂質土となる。斜面の焼土層

と青灰色砂質土層で出土した

土器片が接合するので、これ

らは一連の堆猿と考えられる。

まとめ今回の調査で、甘橿

丘東南麓の土地利用の状況が

明らかになった。７世紀後葉

から藤原宮期には、２度にわ

たり丘を切り崩して、大規模

に谷を埋立てている。これに

よって旧地形が改変され、本

来西から東に開く谷筋が、東

南方向に開口するようになっ

たと推定される。また、多量

の遺物から、調査区西方の平

坦地、もしくは南・北方の尾

根付近に何らかの施設があっ

たものと推定される。

７世紀中葉の焼土層S X O3 7

は、調査区北方の尾根上に存

在した施設の焼失にともなう

ものと推定できる。焼土層(ｌ：200）
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藤原宮跡。藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1 9 9 4 年度には、藤原宮跡内で1 1 件、京跡内で1 1 件の調査を実施した（調査一覧参照) 。宮跡内の調査

はすべて事前調査である。東方官簡地区では、藤原宮遷都1 3 0 0 年祭のための道路拡張と住宅建替にと

もなう事前調査を行った。西方官簡地区では、南方で四分町の団地造成にともなう大規模な事前調査

のほか、住宅建替や道路拡幅にともなう小規模な事前調査を行い、北方では宅地造成や歩道拡1 幅にと

もなう小規模な事前調査を行った。京跡内では、本薬師寺の計画調査を継続して実施した。このほか

に市道飛騨～木之本線建設にともなう大規模な事前調査を行ったが、ほかはいずれも道路建設・住宅

建設などにともなう小規模な事前調査である。

１藤原宮跡の調査

東方官簡地区の調査（第7 5 - 9 , 1 3 次）

市道拡幅に伴う事前調在であり、調査地は東方官簡地区・東二坊大路・左京四条三坊東北坪にまた

がる東西1 9 0 ｍあまりの細長いものになった。東二坊大路に関連する遺構の検出が期待された。

遺構検出した遺椛は、藤原宮束而外濠、東面大垣、東而内濠、東二坊大路とその側溝、先行条坊側

溝などである。まずS D 1 7 0 が、藤原宮の東而外濠である。出土した木製品造については後述する。S A

1 7 5 は東面大垣でS D1 7 0 の心から西へ2 0 ｍの位置にある。S D2 3 0 0 は内濠でS A 1 7 5 の西へ1 2 . 5 ｍにある。

濠内からは偏行唐草文軒平瓦や軒丸瓦ほか木簡１点と削り屑2 点などが出土した｡ 束二条大路関連の遺

椛としては、東から順にS D8 3 1 0、2 2 8 1 , 3 0 3 1 , 3 0 3 5の４本の溝を検出した。S D8 3 1 0は、幅1 . 5ｍ、深

さ０．３ｍで、溝内には炭化物を含む灰色砂が堆稜し、焼けコケのある木屑や土器片が出土した。その位

置と砂の堆稜、松明の一部とみられる焼けた木屑の出土などによって、束側溝であることはほぼ明ら

かである。問題となるのは西側溝であり、S D2 2 8 1 はS D8 3 1 0 の西約1 0 . 5 ｍで検出した。これは第2 7 次調

査で東二坊大路西側溝とされたが、第３２次調査で平安初期の土器が含まれることが明らかになり藤原

京廃絶以後の溝とされた。この溝は東西２本分の堆積があり、東から西へと流れが移っており、東肩

には護岸用の玉石もある。これに対してS D3 0 3 1 は、S D2 2 8 1 のさらに西6 . 1 ｍの位置にあり、第３２次調

査ではこれを束二坊大路西側溝とした。ところがさらにこの西６ｍの位置にS D3 0 3 5 があり、第３２次調

査では堆稜した土器が「飛鳥Ⅲ」を主体とすることから宮造営前にあてたのであるが、その後の検討

によって「飛烏1 V 」的な土器を含むことが判明し、S D3 0 3 1 と一連の溝である可能性がでてきた。した

がって東二坊大路西側溝としては、S D3 0 3 1 とS D3 0 3 5 が候補となりうるのである。S D3 0 3 1 を西側溝と

すると、東西側溝間の距離1 6 . 6 ｍとなり、これまでの成果とあまり隔たらないが、S D3 0 3 5 を西側溝と

すると、東西側溝間距離は2 2 . 6 ｍとなり、これまで検出された大路路面幅よりかなり大きく、むしろ

平城京での大路推定値の7 丈（2 1 ｍ）に近くなる。ここではS D8 3 1 0 とS D3 0 3 1 を東西側溝に当て、S D

3 0 3 5 に関しては今後の課題としておきたい。建築遺構は、左京四条三坊西北坪でS B 8 3 1 1 とS A 8 3 1 2 を

検出したが、ともに検出範囲が狭く－' 一分に性格を把握するまでには至らなかった。宮内ではS A 8 3 1 3 を

検出している。これは柱間が2 . 1 ｍ等間であり、第2 9 次調査の東西塀S A 2 8 1 0 と平行しており、一体の建

物となる可能性もある。また、先行条坊の側溝としては、東二坊坊間路S F 2 1 1 5 の西側溝S D2 8 4 4 と東側

溝S D2 8 4 5 を検出した。ともに顕著な遺物はなかったが、S F 2 1 1 5 の路面幅は約6 . 5 ｍと確定した。

遺物遺物には土器、瓦埠および木製品がある。土器は藤原宮期の須恵器・土師器と、下層の弥生式

土器･ 土師器などがあるが並的には少ない。瓦博は内濠S D 2 3 0 0 に集中しており、軒瓦はすべてここか

鯛
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ら見つかった。軒丸瓦には6279Ｂ、6278Ｆの２型式２点があり、軒平瓦には6643Ｃ、6646 , , 6647Ａ、

6 6 4 7Ｂの３型式２種計７点がある。木製品は、棒状品と木簡、曲物などが出土している。外濠S D1 7 0で

多量に出土した棒状品は、長さ17～18c mから22～23c m、幅0. 5～0 . 6c mほどのものが多い。濠の堆積は

暗灰士、灰色粘土、灰色砂土、暗灰粘土に分かれ、灰色砂土、灰色粘土から１c m3あたり2 , 0 0 0個を超す

寄生虫卵を検出した。その鑑定結果については概報で詳述している。この寄生虫卵の出現密度から見

て、外濠には多くの糞便が流れ込んでいた可能性が強く、したがってこれら棒状品は糞便にともなう

善木（糞へら）と思われる。木簡は、外濠S D1 7 0 と内濠S D1 7 5 から見つかった。主要な釈文を掲げる。

御取飽口石０３９（ 1 9 7 ) × 2 9 × ５

・頓首天下達……宇下急

・急可罷処在故日中之……口被賜菓０１１（1 2 5 ＋6 5 ) × 2 7 × ４

この２点は外濠S D 1 7 0 の木簡で、前者は付札である。

聯主里．直若万呂０３１１１５ × 2 1 × ６

内濠出土。付札である。

このほかには、曲物の底板などが数点ある程度である。

このほかの調査成果として、藤原宮の東西規模について新たな知見を得た。これまで藤原宮の東西

大垣間の距離については9 2 6 . 6 ｍ程度に復元していた。しかし、以前の測量の誤りが発見されたので改

めて計算を行った。

第3 4 次調査で検出した宮西南隅の心と第6 6 - 1 1 次調査で検出した宮西面大垣の心から､ 西南大垣の振

れを求めると、0 . 3 0 ' 5 7 " 北で西に振れをもつ。藤原宮の大垣が正方形と仮定して、東西の振れを求

め、今回調査の東面大垣心と、第6 6 - 1 1 次調査の西面大垣心の距離を座標上で求めると、9 2 7 ｍ2 8 ｃｍと

なる。これは『藤原宮』( 飛鳥資料館図録1 3 ）の値より１ｍ7 0 c mほど大きい数字である。

このほか高殿町で住宅改築にともなう小規模な第7 5 - 9 次調査を行ったが、藤原宮の遺構は検出でき

ず、中世後期の池状施設の一部を検出したのみである。

西方官簡地区の調査（第７５－１．５．６．７．１２．１４．１８次、第７６．７７次）

最初に宮内西南部の四分町周辺で行った第７５－１．５．６．１８次と第７６．７７次調査を述べ、ついで西北

部で行われた第７５－７．１２．１４．１５次調査について述べる。これまでの調査同様に藤原宮期の遺構密度

は希薄で、建物の方位などから推定して、藤原宮期と思われる遺構は、建物６棟や区画塀などにとど

まる。

第7 6 次調査は、四分町において予定している住宅改良事業用地の造成に伴う事前調査である。調査

区は、宮西面南門の北東部すなわち宮内先行条坊の五条西二坊東南坪に位置する。第６、８，９，６３－８

次調査で、東南坪の北半に掘立柱塀で囲まれた区画があることが知られているが、その南西塀を検出

し、一部に門が想定される個所も発見された。この区画は、先行条坊遺構に規制された配置をとるの

で藤原宮期直前の建設と見られているが、藤原宮期まで存続していたかどうかは、なお検討を要する。

さらに、区画外で掘立柱建物を４棟検出している。

遺構藤原宮期とその直前の遺構としては、掘立柱建物4 棟（S B 8 2 0 0 ～8 2 0 3 ) 、掘立柱塀4 条（S Ａ

1216 . 7000 . 8204 . 8205）がある。SB8200は、桁行５間以上（柱間約2. 1ｍ) 、梁間２間（柱間約2. 4

ｍ）の南北棟で、柱掘形は一辺１ｍ強と大きい。このほかの３棟は小規模で、S B 8 2 0 1 は、桁行３間梁

間２間の東西棟で､ 柱間は1 . 5 ～1 . 8 ｍである。S B8 2 0 2 は、桁行３間梁間２間の南北棟で､ 柱間は1 . 5 ｍ

で、北で若干西に振れるのが特徴である。S B 8 2 0 3 は、東西２間（約４ｍ）南北２間（約３ｍ）で柱間

が不揃いである。つぎに、区画塀としては、第6 3 - 8 次調査でその東半がみつかっていたS A 7 0 0 0 の西半

6４
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が2 1 間分検出できた。さらにこれが西北隅で北に曲がり第６次調査でみつかっていたS A 1 2 1 6 につなが

ることが判明した。S A7 0 0 0は、柱間が1 . 5～2 . 4ｍで西寄りの掘形平面は、東のものに比べて大きくか

つ深い。S A1 2 1 6は、２間分を検出し、柱間は2 . 1ｍである。S A8 2 0 4は、柱間が1 . 5～2 . 1ｍの南北塀

( ３間）で､掘形は浅く北で束に振れる特徴をもつ｡ S A8 2 0 5は､柱間が1 . 5～2 . 4ｍの南北塀（７間）で

ある。

本調査によって判明した区画の規模を整理すると、東西幅が8 7 . 5 ～8 8 ｍ、南北幅が5 8 . 2 ～5 8 . 8 ｍで

ある。南辺の塀S A7 0 0 0は東西41間ある。西から12間目が幅3 . 8ｍと広く、１２間' 二|の柱がS A8 2 0 5の延長

上にあることから、ここが門だった可能性がある。北辺の塀S A 1 2 1 5 は4 1 か4 2 間､ 西辺の塀S A 1 2 1 6 は推

定2 5 間である。区画の東西幅8 7 . 5 ～8 8 ｍは､ 藤原京の地割りの基準値である7 5 0 大尺の1 / 3 の2 5 0 大尺で

ある。区画の南北幅5 8 . 2 ～5 8 . 8 ｍは、完数尺が得られないが、先行条坊五条大路北側溝と五条々間路

南側溝の間の敷地のほぼ1 / 2 にあたる。その後この区画内の建物配置が大きく改変されるとか、区画塀

を切る新しい建物が建てられることはないので、この区両の年代の下限の決定を困難にしている。

第7 7 次調査は、やはり四分町の住宅改良事業の造成にともなう事前調査である。調査区は、先行条

坊の六条西二坊北東坪の西北隅に位置し、第７．６９次調査で検出されていた先行条坊西二坊々間路の

束側溝S D3 3 1 8 の北部分を検出した。幅約5 0 c m、検出面からの深さ2 0 c mで、位置は第5 1 . 5 4 - 9 次調査で

検出されたものと一致している。ほかには藤原宮期と比定できる遺構はなかった。

第7 5 - 6 次調在は、第7 7 次と同じ坪の南方で行われた小規模な事前調査である。主な遺構は、小規模

な掘立柱建物S B 8 3 4 0 と東西溝S D 8 3 3 5 である。S B 8 3 4 0 は、桁行３間梁行２間の南北棟建物で、柱間寸

法は桁行･ 梁間ともに1 . 8 ｍ前後でばらつきがあり、径約1 0 c mほどの柱痕跡が残る。藤原宮期直前から

藤原宮期にかけての遺構と考えられる。東西溝S D 8 3 3 5 は、幅約１ｍ、深さ約0 . 1 ｍの浅い溝で、７世紀

後半の土器が少量出土した。

第7 5 - 1 8 次調査は、第7 7 - 6 次調査地のやや東で行われた小規模な事前調査である。主な遺構には、掘

立柱建物S B 8 3 9 0 と、井戸S E 8 3 9 1 , 8 3 9 2 がある。S B 8 3 9 0 は、桁行５間以上梁行１間の南北棟建物で、

桁行柱間は約1 . 8 ｍ、梁行柱間は約3 . 3 ｍである。柱抜取穴から出土した高杯や方位から宮期かその直

前期のものと考えられるが、北でやや西に振れる特徴をもつ。S E 8 3 9 1 は、掘形直径約１ｍで検出面か

らの深さ5 0 c mの井戸である。底に小石を敷き、その上に曲物を据えていた。埋土が類似することから

S B 8 3 9 0 と同時に廃棄されたことが分かる。両者の間には第7 5 - 6 次で検出された東西溝S D8 3 3 5 が通っ

ており、これらが一体の施設であった可能性は高い。S E 8 3 9 2 も、掘形直径約３ｍで検出面からの深さ

約1 . 8 ｍの井戸であるが、「飛鳥Ⅳ」の須恵器が出土しており、一体の施設であると思われる。

このほかには､ 第7 5 - 1 次調査では､ 西面外濠S D 2 6 0 が1 0 世紀代には埋められ水田になっていたことが

確認された。第7 5 - 5 次調査では、藤原宮期の遺構と確定できるものは検出できなかった。

藤原宮期以前の成果としては、第7 6 次調査で飛鳥・藤原地域で最古の部類に属する蒸篭組井戸

S E 8 2 0 6 が見つかっている。また、弥生時代後期の方形周溝墓S Ｘ8 2 2 0 . 8 2 2 1 は、第6 9 - 1 2 . 7 1 - 1 次調査

などで検出された方形周溝墓群のなかで最も集落に近接している。第7 5 - 6 次調査で検出された井戸

S E 8 3 3 2 からは、おもに弥生中期前半の土器に伴って木製の鍬・斧柄．腰掛．容器、用途不明の鹿角製

品、さらにクマネズミ属頭骨・穿孔されたイノシシの下顎骨などが出土した。寄生虫卵・植物遺体分

析の結果、この井戸はなんらかの寄生虫卵汚染か動物糞便の堆稜物があったこと、周囲の環境はオナ

モミ属やヨモギ属が繁茂したやや乾燥した状態から、水田が近接して広く分布するよう変化したこと、

森林はコナラ属アカガシ亜属を主とする照葉樹林であったがしだいに減少したこと、トネリコなどの

湿地林が近くにあったことなどが推定された。
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つぎに、宮内の西北部で､ 行われた第７５－７．１２．１４次調査について述べる。

第75- 12次調益では、藤原宮期と推定される掘立柱南北塀SA8270を検出した。柱間は2～2. 1ｍ（７小

尺）で６間分を検出しが、方位は北で東に振れている。

第75 - 14次調査では、藤原宮期と推定される南北棟建物SB8380の南妻を検出した。梁行２間で､柱間

は６尺等間であると思われる。

藤原宮期以外の成果としては、第7 5 - 7 次調査で中世前期の土豪の居館と考えられている環濠内部の

井戸S E 8 3 5 0 から、承安４年（1 1 7 4）の年紀を墨書した曲物が出土し、建設年代の上限を示唆してい

る。その北で行われた第75 - 1 2次調査では、１２世紀I Ｉ. ' 頃から1 4世紀までの間に属する掘立柱建物２棟、

環濠１条、井戸１基、土坑数基を検出している。このうちのS B8 2 7 3 は石組井戸S E 8 2 7 2 を覆う井戸屋形

である。これらの施設は、上記の居館と同時に存在した可能性が高く、青・白磁と宋銭なども出土し

ている。このほかにも、古墳時代の斜行溝S D 8 2 7 1 や、環濠居館廃絶後の集落墓の可能性のある土坑群

も検出している。 （藤田盟児）

iii
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２藤原京の発掘調査

左京七条一・二坊の調査（藤原宮第7 5 次）

本調査は市道飛騨一木之本線建設に先立つ事前調査で、昨年度に実施した第7 4 次調査区の西延長に

あたる。調査地は、藤原京左京七条二坊東南坪の西端と西南坪、左京七条一坊東南坪に該当する。調

査面積は約2 2 0 0 , 2 で、農道や現水路との関係で、東・中央・西の三地区に分けて調査を実施した。

遺構検出した遺構には、古墳時代～藤原宮期の流路、古墳～飛鳥時代の掘立柱建物２棟、掘立柱塀

１条、井戸１基とそれにとりつく溝２条、藤原宮期の東二坊坊間路、掘立柱建物３棟、井戸３基、中

世の居館跡などがある。なお、西区（左京七条一坊東南坪）は、飛鳥川右岸に点在する雷丘・小山・

宝泉寺山などに連なる残丘の一つである。調査の結果、古墳～飛鳥時代には現状よりも高く急傾斜を

なし、裾に広がる平坦地には掘立柱建物などが建っていたが、藤原宮期に大規模な切土・盛土を行い、

残丘を広げてやや高い平坦地を造成したことが判明した。その整地土は、６世紀中頃の須恵器片を含

む黄褐土層や、埴輪片を含む有機土層が斜面に沿って縞状に堆積し、かつての残丘上には古墳があっ

た可能性が高い。以下、７世紀の遺構を中心に概述する。

東区西端（左京七条二坊西南坪）で、南東から北西に向かって流れる２条の旧河川を検出した。西

流路S D 3 1 3 は、幅8 ｍ以上、深さ１ｍ以上で、埋土には遺物をほとんど含まない。東流路S D 3 1 0 は、古墳

時代末期～飛鳥時代（S D 3 1 0 A ）には幅３～５ｍ、深さ0 . 6 ｍで、両岸を杭で護岸する。埋土から、飛

鳥Ｉを含むそれ以前の土器類、護岸の堰板に転用した机天板、木鉢、横斧の膝柄などが出土した。藤

原宮期のS D 3 1 0 B は、暗灰粘土が幅8 ｍにわたって広がる。藤原宮期の土器片・瓦・馬の顎骨などが出

土した。ＳＤ３１０Ｂの中央から東北に向けて、杭と堰板で護岸した溝S D 3 1 2 がとりつく。

中央区では、２間× ２間の掘立柱建物S B 3 2 0 、井戸S E 3 1 5 とその東西にとりつく溝S Ｄ3 1 4 . 3 1 7 とを

検出した。S B 3 2 0 の主軸は、北で約4 5 度西に振れる。S E 3 1 5 の西にとりつくS D 3 1 7 の水口の両側には、

花樹岩玉石を立てる。S D3 1 7 は西へ延び､ 約2 0 ｍで北へ曲折して南北溝S D3 1 9 に連なる。S D3 1 9 は底に

玉石を敷き、両側にも石を立てた石組溝で､ 幅2 0 c mである。ＳＥ3 1 5 ・S D3 1 7 から飛鳥Ｉ～1 1 の土器が出

土した。

西区下層では、４間× ２間の掘立柱建物S B 3 6 0 と掘立柱塀S A 3 6 1 とを検出した。S A 3 6 1 は５間で９

ｍ、柱間は不等である。S B 3 6 0 ・S A 3 6 1 とも、主軸は北で約4 5 度西に振れる。周囲には方位を等しくす

る溝がいくつかあるが、建物とは直接結びつかない。S B 3 6 0 の柱掘形を種う焼土塊から、６世紀中頃

( ＴＫ８５）の須恵器高杯片が出土している。

東区で東二坊坊間路S F 3 0 0の西側溝S D3 0 2を検出した。S D3 0 2は深さ7 0～8 0 c m、幅0 . 9～1 . 0ｍで, 南

でやや狭まる傾向がある。長さ９．３，分を検出し、さらに南北に延びる。溝底には黄灰砂が堆砿し、短

期間は水が流れたようだ。その上の暗灰粘土層は、流れがよどんだことを思わせる。溝内からは少量

の瓦･ 博･ 土器片･ 木片が出土した。東側溝は存在しなかったが、推定位置近くに掘立柱塀S A 3 0 1 が存

在する。S A 3 0 1 は柱間2 . 0 ～2 . 1 ｍで５間分を検出した。S D3 0 2 とS A 3 0 1 とは、心々 で東西約8 . 5 ｍを測

る。S A 3 0 1 の東、藤原京左京七条二坊東南坪内には、井戸S E 3 0 4 がある。

S D 3 0 2 の西、左京七条二坊西南坪内においては、上述したＳＤ３１０Ｂ・S D 3 1 2 以外に、東区で井戸

S E 3 0 5 . 3 0 9 、中央区で掘立柱建物S B 3 2 5 を検出した。S E 3 0 5 から完形平瓦を含む瓦片、飛烏Ｖの土

器、角材・木製匙（杓子）・瓢箪などが出土した。S E 3 0 9 から飛鳥Ｖの土器、瓦片、龍・斎串などが出

土した。

東一坊大路は中央区と西区の間を通るが、農道・水路の関係で調査できなかった。その東の左京七

条一坊東南坪内（西区）には、掘立柱建物S Ｂ3 5 0 . 3 5 1 がある。これらはかつて急傾斜･ だった残丘を切
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１. 画一Ｉ７ＣＣｒ

ＩｓＤ] 1 ２

り崩し造成した東南向きの緩斜面上に建っていた｡ 一辺1 ｍ以上の大型柱掘形をもつ掘立柱建物S B 3 5 0

は、３間× ５間以上の南北棟で、いくつかの柱掘形は柱筋方向に長い長方形を呈する。S B 3 5 1 はＳＢ３５０

廃絶後の東西棟建物で、３間×３間以上である。柱掘形は一辺4 0 ～6 0 ｃｍと小規模である。

まとめ宮に近接するにもかかわらず、左京七条二坊西南坪では、中央部の溜まり状によどんだ流路

とそれにとりつく溝、東部の井戸２基、西部の掘立柱建物１棟のほかに、藤原宮期の顕著な遺構は存

在しない。坪の中央部は古くからの流路のために低湿地状を呈し、居住に適さなかった可能性もある

が、東部に井戸以外の遺構がないことは、隣接する七条二坊東南坪や七条三坊など、第7 4 次調査区の

様相と大きく異なる。また、第7 4 次調査区では瓦片がほとんど川土していないのに、西南坪では井戸

の埋土から完形平瓦が出土したのをはじめ、瓦片が比較的多数出土しているのがめだつ。調査地の南、

左京八条二坊は紀寺の寺域にあたる。あるいは、紀寺付属の苑院などが一部北に延びていた可能性も

考慮できるだろう。

左京七条一坊東南坪では、藤原宮期に飛鳥川右津に点在する残丘の一つを切り崩して整地し、造成

地に大規模な掘立柱建物を建てる。検出した梁行３間、桁行５間以上の南北棟を、東南坪の脇殿と解

するならば、正殿は調査地の北、現在の春日神社南の高まり付近に想定できるかもしれない。東南坪

の造成地は、中世に居館として再利用される。その整地土からは、８世紀後半の土器類が比較的まと

まって出土しており、中世居館に先立つ奈良時代にも、この造成地を再利用した可能性もある。中世

居館の本体は削平されて残っていないが、方形にめぐる周濠からかなり大規模な施設が想定できる。
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左京’ 一条三坊の調査（第7 5 - 1 6 次雷丘北方第５次）

雷丘北方遺跡は、これまで４次にわたる調査が行われ、７世紀後半から８世紀後半に大規模な宮殿

もしくは官簡遺構が存在したことが明らかになった。これは、正殿の東西南に長大な建物を．字型に

配置し、周囲を掘立柱塀で区画したもので、正殿と南殿の建て替えを境にＡ・Ｂ期に大別されている。

今回の調査は、区画塀の東で行われ、区画外の状況を明らかにすることを目的とした。

遺構西方から続く整地土を調査区の西南隅で検出し、調査区中央部から東にも整地土を確認した。

検出遺構は、南北に流れる大きな溝S D 3 5 8 0 と、それが埋められた後に作られた掘立柱塀S A 3 4 8 1 、その

東の５棟の建物群と幾つかの土坑で、切り合いから７世紀に３時期、８世紀以降に２時期の計５時期

の変遷が認められた。７世紀前半頃の遺構としては、南北大溝１条と建物３棟、大土坑１基がある。

大溝S D3 5 8 0 は幅約４深さ0 . 6 5 ｍの素掘りの溝で､ 建物S B 3 5 8 2 は６尺等間で､ 南北５間以上東西２間の

南北棟で、南妻は確認したが北は調査区外に延びて確認できなかった。建物S B 3 5 8 3 は桁行梁行とも３

間で、南北約1 6 尺東西約1 8 尺と長方形平面をしており、北でやや西に振れる方位をもっている。S B

3 5 8 2 の柱穴を壊して大土坑S K 3 4 8 9 があり、その埋土に建物S B 3 5 8 4 の柱穴が掘られていた。したがって

７世紀前半で２時期に分かれる。建物S B 3 5 8 4 は柱間約７尺で南北３間東西２間の南北棟である。

S B3 5 8 2 とS B3 5 8 3 の間にある大土坑S K 3 5 8 5 は、どちらの時期に属するか不明である。つぎに、西方の

中心施設Ａ期に対. 応する７世紀後半頃の遺構は、土坑３基と塀１条と少ない。中心施設建設時の整地

土上で土坑SＫ35 8 6 . 3 5 8 7を検出したほか、大溝S D3 5 8 0の埋土上で塀S A3 5 8 1を検出した。S A3 5 8 1は

２間分しか検出されず柱間寸法は確定できなかった。このほか土坑S K 3 5 8 8 がある。８世紀のＢ期に対・

応する遺構としては建物２棟と土坑１基を検出した。建物S B 3 5 9 0 は西半が削平されているが、南北３

間で柱間5 . 5 尺、東西２間以上で柱間７尺の総柱建物である。柱の根固めに平城宮式軒平瓦6 6 9 1 - Ａを

用いていた。その西の溝状土坑S K 3 5 9 3 もこの建物に関連する可能性がある。建物S B 3 5 9 0 を切る

S B 3 5 9 1 は、南北1 8 尺東西1 6 尺の長方形平面をしており四隅に柱をもつ櫓状の建物かと思われるが､ 下

限は不明である。

遺物全休に整地土から多量の土器・瓦が出土した。

まとめこれまでの調査で判明した大規模な中心施設は７世紀後半に建設されているが、その東方に

前段階の施設があったことが判明した。７世紀前半には少なくとも３棟の建物と南北大溝S D3 5 8 0 とが

あり、大溝は建物群の西限をなす可能性がある。またこれが２時期になることも判明した。中心施設

が存続したとされる７世紀後半から８世紀にかけては３時期の遺構が検出されたが、遺構密度が希薄

で、しかもやや東方に離れた位置に集中している。したがって中心施設と明確な関連性をもつ遺椛と

はいいがたく、その』性格は周辺の調査をまって検討しなくてはならない。

Ｙ - 1 6 , 7 5 0 1 Ｙ - 1 6 , 7 1 0 1 － x －１ｆ

２０ｍ

－Ｘ- 1 6 8 , 3 5 0

藤原宮第7 5 - 1 6 次調査遺織図（１：4 0 0 ）
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本薬師寺の調査（1 9 9 4 - 1 . 2 次）

本薬師寺では継続的に学術調査が行われているが、今年度は寺地推定地西北での事前調査と、金堂

前庭での学術調査を行った。

1 9 9 4 - 1 次調査は、住宅新築にともなう事前調査である。藤原宮直前もしくは本薬師寺造営頃の遺構

としては、調査区の西半の東西溝S D2 5 1がある。溝1 1府は１ｍ～1 . 2ｍで、ほぼ東西方位に沿い、飛鳥Ⅳ

～Ｖ・の土器が出土した。宮期の遺職としては、この溝を切る東西１間南北１問の建物S B 2 5 0 がある。

柱間寸法は東西1 2 尺、南北1 1 尺と非常に広く、中央の棟通りに８尺間隔で２個の柱穴が並ぶ特異な建

物である。

1 9 9 4 - 2 次調査は、金堂前庭の南半で行った。本薬師寺では前年度までに中門の東部（1 9 9 2 - 1 次）と

東塔の南西部（1 9 9 3 - 3 次）の調査を行っており、このとき中門と金堂を結ぶ南北打敷参道と東西両塔

を結ぶ東西石敷参道のそれぞれの端が確認されている。今年度は、両参道交叉部の調査を行い、合わ

せて金堂前庭の南東部の全体状況を明らかにすることを目的として行った。

遺構本薬師寺造営以前の遺構として、西三坊坊間路の束側溝S D 1 5 2 と西側溝S D 1 5 1 を南北参道下で

検出した。造営時の整地土で覆われており、幅１～1 . 2 ｍ、深さ4 5 ～5 0 c mで、２時期あることを確認し

た。束側溝S D 1 5 2 の東側7 . 5 尺の位概には南北掘立柱塀S A 3 0 0 がある。柱問７尺で５間分を検出した。

西側溝S D 1 5 1 の西には掘立柱建物S B 3 0 1 があり、南北５間で柱問７尺､ 東西方向は調在区外に出て不明

である。南北参道S F 1 5 0 は、そのほとんどにおいて石が抜き取られていたが、東西参道との交叉部南

｝＝一脈. 】鋤
１. ＝－１８１８０

東隅において側石を２個確認し、これにより参

道の束限が確定した。推定東西1 幅は4 . 5 ｍであ

瀧駕手鰯芸麓縦無！

と幅は3 . 4 ｍを測る。南北参道よりもやや大振

りな川原石を敷き詰めており、この石の大きさ

の違いに注目すると、交叉部では南北参道を優

先して舗装している。しかし両者を区画する明

ＷｔＦ÷ 一ｍ1 1 一方・ノーＬ÷ ごｈ‐ ダフ、－つ亀、 Ｙ－１８，０８０

Ｎ＝－］６７－４３０

：

Ｎ＝－１６７４証

の違いに注目すると、

先して舗装している。

瞭な側石はないので、

連続して施工された

と思われる。瓦溜り

S K276とSK278は東

西参道の石敷を壊し

ており、S K 2 7 6 から

は建築部材が２点出

土した。この両瓦溜

りの下から隅丸方形

の掘形をもつ土坑

S X 2 7 7とS X 2 8 0を検

出したが、両方に建

築部材を加工して作

られた礎板が据えら

れ施竿を立てるため

８ 5 房

本薬師寺1 9 9 4 - 1 次調査遺構図（ｌ：3 0 0 ）
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の施設とみられる。南北大溝S D2 6 5 は、幅３～５ｍ、深さ4 0 c m以上で参道を壊している。前回調査で検

出した東塔南の東西溝S D2 0 7 と一体で､ 東塔を囲む濠を形成する。中には1 0 世紀後半から1 1 世紀始めに

大量の瓦が捨てられている。このほかに大小４韮の瓦溜まりがあるが､ そのうち瓦溜りS K 2 7 2 は、１０世

紀前半頃のものである。

遺物多量の瓦･ 土器と数点の金属器が出土した｡ 先行条坊側溝S D1 5 1 とS D1 5 2 から出土した土器は飛

鳥1 V のものであった。土坑S X 2 8 0 から出土した部材は、年輪年代測定から6 9 5 年± １～２年に伐採され

たことが判明し、これと土坑S X 2 7 7 から出土した部材は、ともに断面寸法が幅約6 . 7 寸高さ約8 . 5 寸の通

り肘木であった。瓦溜りS K 2 7 6 から出土した部材の１点は床板掛けで、法隆寺伝法堂と同じ形式であ

る。もう１点は、朽損が甚だし〈明確には判明しなかった。

まとめ十文字に交わる石敷の参道を確認し、平城薬師寺では明らかにされていない金堂と東西両塔

に囲まれる空閑地の状況を知ることができた。また、寺造営直前の条坊側溝はすでに中門調査時に確

認しているが、今何それに伴う塀と建物を検出し、条坊施行時期と寺造営時期の問題に新たな資料を

提供した。さらに、東塔の周囲に溝が巡らされる時期があるらしいことが判明した。出土した２点の

通り肘木は、創建時の部材 ･ と思われる。（藤田盟児）

調査地区

５ＡＷＧ－Ａ

５A J L －Ｆ

５ＡＫＧ－Ｌ・Ｍ

５ＡＭＨ－Ｄ. Ｅ・

５ＢＮＧ－Ｅ

５ＡＨ－Ｐ．Ｈ・

５ＡＪＧ－Ｕ

５ＡＪＦ－Ｑ

５ＡＭＣ－Ｑ・Ｒ

５ＡＪＣ－Ｐ

５ＡＪＣ－Ｂ

５ＡＪＭ－Ｃ。，

５ＡＪＥ－Ｕ

５ＡＪＢ

5 ＡＪＫ－Ｃ

５ＡＷＨ

５ＡＭＨ－Ｊ

５ＢＮＧ

５ＡＪＧ

5 ＡＪＧ－Ｓ・Ｒ

5ＳＪＬ－Ｅ

５ＢＭＹ－Ｌ・Ｋ

５ＢＭＹ－Ｎ

５ＢＹＤ－Ａ・Ｆ

５ＡＭＤ－Ｐ

5 ＡＭＥ－Ｐ・Ｑ

遺跡・次数

藤原宮第7 5 次

藤原宮第7 5 - 1 次

藤原宮第7 5 - 2 次

藤原宮第7 5 - 3 次

藤原宮第7 5 - 4 次

藤原宮第7 5 - 5 次

藤原宮第7 5 - 6 次

藤原宮第7 5 - 7 次

藤原宮第7 5 - 8 次

藤原宮第7 5 - 9 次

藤原宮第7 5 - 1 0 次

藤原宮第7 5 - 1 1 次

藤原宮第7 5 - 1 2 次

藤原宮第7 5 - 1 3 次

藤原宮第7 5 - 1 4 次

藤原宮第7 5 - 1 5 次

藤原宮節7 5 - 1 6 次

藤原宮第7 5 - 1 7 次

藤原宮第7 5 - 1 8 次

藤原宮第7 6 次

原宮第7 7 次

本薬師寺1 9 9 4 - 1

本薬師寺1 9 9 4 - 2

山田寺第９次

' 1 1 m道第７次

水落遺跡第７次

調在期間

９４．４．４～9４．８．８

９４．４．４～9４．４．２１

９４．５．９～9４．６．３０

９４．６．１４～9４．７．１３

９４．６．１４～9４．６．２２

94 . 6 . 2 8～9４．７．１８

９４．７．１４～9４．８．２

９４．７．１９～9４．８．５

９４．８．１～9４．８．１０

９４．９．１４～9４．９．２２

９４．１０．３～9４．１０．１１

９４．１０．３～9４．１１．１

94. 10. 11～

94. 11. 10～

９５．１．２３～9５．１．２７

94 . 12 . 12～9５．２．１

９５．１．９～9５．４．８

９５．２．１３～9５．２．１５

９５．３．７～9５．３．２７

９４．８．１～9 4 . 1 0 . 5

９４．１２．１～9５．２．６

９４．９．２１～9４．１０．６

９５．２．３～

９４．１１．７～9４．１２．７

９４．４．１８～9４．５．２４

９４．８．１～94 . 1 2 . 1 5

被

う

面

伽

２，２００

100

360

500

１６

630

8４

160

6９

１５

5０

528

436

384

7０

300

710

１０

200

２，０５０

9 0 0

1７０

558

8０

2 5 5

600

備考

左京七条一・二坊

宮西面外濠

甘橿丘東麓

左京十二条三坊

左京八条四坊

宮内

宮西方官簡地区

宮西方官街地区

左京十一条四・五坊

宮内

左京五条三坊

右京七条二坊

宮西方官簡地区

宮内

宮内

右京七条一坊

左京十一条三坊

左京八条四坊

宮西方官簡地区

宮西方官簡地区

宮西方官街地区

右京八条三坊

右京八条三坊

調査要因

市道建設

道路拡幅

駐車場建設

道路拡幅

住宅建設

水道管布設替

団地建替

作業小屋建設

下水道縦坑

住宅建替

住宅建替

バイパス建設

宅地造成

道路拡張

歩道拡張

住宅建設

県道新設

住宅建替

団地造成

団地造成

団地造成

住宅新築

計画調査

計画調在

ポケットパーク

設祇

調在計両
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